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5.4.3 技術的な確認・評価 

熊本地震後の湛水予定地周辺斜面について以下のことが確認された。 

 

・熊本地震後の湛水予定地周辺斜面については、技術指針に基づき、6 月洪水後の航空レーザ測量を基に地形判読を実施した結果、地すべり地形等として熊本地震前に抽出されているものも含めて 18

地区が再抽出された。このうち立野ダムの湛水による影響を考慮し、サーチャージ水位（SWL276m）以下に土塊の一部、あるいは全体が水没する可能性がある地区を抽出した結果、16 地区が現地踏

査対象斜面として抽出された。 

 

・現地踏査対象斜面として抽出された斜面のうち、地すべり状地形として抽出された斜面が 6 地区、崖錐斜面（層厚が厚いと推定されたもの）として抽出された斜面が 10 地区である。 

 

・今後、熊本地震前の斜面対策の検討と同様、技術指針に基づき、地形判読、現地踏査、必要に応じて精査、安定性評価及び対策工の検討、必要に応じた対策工を実施することになる。 

なお、抽出された斜面の規模は約 1,000m2～約 31,000m2であり、これまで国内で対策を実施した実績も存在するなど、斜面対策は十分可能である。 

 

 

 

 

 

（ダム完成後の維持管理に向けて） 

湛水の影響を受けない斜面上部の崩壊についても、尾根部に亀裂が確認されていることから、関係機関等と連携して斜面の変状に係る情報の収集や監視を行い、湛水予定地への影響の把握に努める

ことが重要であると考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

熊本地震後に現地踏査対象斜面として抽出された 16 地区については、今後、地形判読、現地踏査、必要に応じて精査、安定性評価を実施し、さらに、必要に応じて対策工を実施することにより、

湛水に対する斜面の安定性を確保できると考えられる。 
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